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高校無償化だから無料で高校に行ける？！

残念ながら違います。無償化の対象は授業料なので、公立高校の場合は、下記の金額が必要にな
ります。

制服、体育着等
35,000～57,000

教科書
ワーク等の
副教材

20,000～
29,000

専門高校での
実習服、作業着
13,600～18,200

各教科教材費、
実習費、生徒会費、
行事費、検定料など
13,000～116,000

タブレット
36,000～54,000入学金5,650

諸会費など22,000～30,000

公立高校に1年間に支払う費用の合計（1学年次）

普通科 139,000～221,000円 専門高校 116,500～309,350円

公立でも高校によって違いはありますが、平均して18万～21万ほどかかります。また、上記以外に
部活動費、昼食代、バス代、などが別途かかります。2年生からは制服やタブレット代などがかからな
くなるので年間11万～16万ほどになります。

専門高校の方がお金がかかる？

専門高校の中でも工業高校が実習費や資格取得
試験の分、費用がかかることになります。しかし、普通
高校を卒業して工業系の専門学校に進学すると入学
校納金で100万、実習費、教科書代などは別途かか
ることを考えると、公立の工業高校はかなり費用を抑
えて技術を身につけることができます。

修学旅行費

学ラン、ブレザー、
セーラーなど制服の
形で値段か変わる

資格取得が評価されるのはなぜ？

英検、漢検、数検などの資格が進学や就職に有利に働くのはなぜでしょう？
「英語や数学、漢字の能力が高いから」というのも理由の１つですが、自分の
意志で申込み、普段の生活に負荷を与える行動をやりとげた、という点も評価
されます。また、下記の力が身についている証明にもなります。

￮ 目標を設定する力
￮ 合格に向けてスケジュールを管理する力
￮ 誘惑に負けずに努力を継続する力

想像してみて、部活で実績をのこせるほどの練習をしていて、検定試験の勉強をする･･･
「誘惑に負けずに時間を確保し、目標を持っている」という人物をイメージしませんか？

私立高校は、支援金の金額も公立よ
り大きいですが、入学金が高額であっ
たり、設備管理費がかかるので、単純
に「公立なみになる。」と考えるのは
危険です。各高校の説明会などで確認
しましょう。


